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編 集 後 記

4 月号では，建築・土木構造物の
解体，建設廃材のリサイクル，リ
ユース，リデュースをキーワードと
した，解体とリサイクルを特集テー
マとして，嘉門先生の巻頭言「建設
廃棄物の再資源化へ向けて」から始
まり，特集としてビルの解体工法や，
リサイクルとしての建設廃棄物の再
生技術，土壌洗浄技術，最新の解体
機械について取り上げ紹介させてい
ただきました。
テーマのひとつである解体と聞い

て思い浮かぶシーンはいったい何で
しょうか。いろいろな解体シーンが
これまでの記憶の中で思い浮かぶと
思いますが，編集委員の方からは，
テレビのニュース等で紹介されてい
た，発破を使っての解体で，大きな
ビルがもうもうと粉塵と共に一瞬に
して消えてしまうシーンのことが話
題に上がり，日本国内の施工事例を
調べてみました。残念なことに，国
内での事例は殆ど無く，報告論文は
見つかりませんでした。アメリカの
ようなダイナミックな解体シーンは
日本国内ではいろいろな規制がかか
り無理のようです。

国内での解体工事となると，環境
対策が強く求められ，周りの環境等
を十分に考慮した施工技術となるよ
うです。ここではカットアンドダウ
ン工法について紹介していただきま
した。
また，建設解体現場で発生する廃

棄物が，現場の外に出た後はどのよ
うに分別・再生をされているのかと
いう実態は，意外に知られていない
と思います。その実情をご理解いた
だけるよう，建設混合廃棄物処理の
具体的方法についても執筆いただい
ています。
その他，10 年前の作品でありな

がら，今でも新鮮さを感じさせるデ
ザイン系学生による解体機の提案な
ど，いささか食傷気味の「リサイク
ル」というテーマを，より広い切り
口からの報文でお役立ていただける
ように心がけながら，報文を募って
参りました。
最後になりますが，原稿の締め切

りが 2月と，忙しい中を執筆してい
ただいた方々，数少ない中より報文
を紹介していただいた方々，大変感
謝しております。紙面を借りて厚く
お礼を申し上げます。ありがとうご
ざいました。
 （渥美・久留島）
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5 月号「橋梁特集」予告
・E-Defense を用いた大型橋梁耐震実験
・本格的な維持管理時代に向けた技術
・光ファイバーを用いた構造ヘルスモニタリング
・電場指紋照合法（FSM) を用いた疲労き裂モニタリングの実橋梁への適用性検討
・首都高川崎縦貫線超大型クレーンによる一括架設
・小型橋梁点検車の開発
・4径間連続PCエクストラドーズド橋の設計・施工─交差角30°で河川を渡る，九州新幹線大野川橋梁─
・中央線連続立体交差工事の概要
・首都高速 5号線タンクローリー火災の緊急復旧工事
・近代土木遺産「平木橋」の移設保存への取り組み
・空洞やジャンカを生じた橋梁の断面修復
・最近の橋梁建設技術─交差点の急速施工─
・大型移動吊支保工による 4主桁の施工─九州新幹線　第 2地下道 Bv外 3Cp 製架他─
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